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水が鮮新世の地層の地下水へ徐々に移行していることを暗示している。

(2) 地下水

石狩平野における地下水利用の中心は，いうまでもなく 札幌市街地である。 札幌市街地は，主

要部が豊平川扇状地上に位置しており ，地下水採取に 表 2-1-13 豊平扇状地の地下水利用

は最も恵まれた位置にある。したがって，最近の地下

水揚水量の増加(表 2-1-13)にもかかわらず，地下水

頭の低下は微少であり ，地盤沈下もほとんど発生して

いない。これは，扇状地への河川水の補給が潤沢に行

われるとともに，札幌市街地の地盤が砂蝶質地盤であ

るためと考えられる。

の変化 (η13/d)

主要用途 | ω 

一般ピノレ用

工 場 用

炭業用

簡易上水道用

計ー 106，600 

1979 

91，000 

42，000 

2，000 

8，00。
143.000 

しかしながら，大部分が細粒軟質堆積物からなる石 (注) 1962の数字は文献 (2)，1979 

狩低地においては扇状地部と事情を異にし，地盤沈下 の数字は文献 (8)による

現象が現われはじめている。札幌市，北海道立地下資源調査所および国土地理院などで実施され

た石狩低地の水準測量によれば，1975年から 1978年の 3カ年における最大累計沈下孟は，扇

状地のすぐ北側の白石区東米里地区で 32cmに達している。しかし，この沈下孟は浅周にある

泥炭層の圧密沈下による部分が多いと考えられている (8)。

(鳥居栄一郎〕
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7.勇払平野

(1) 地形・地質

勇払平野は，かつて浅海であった石狩一勇払低地帯の南部を占め，低湿で泥炭地が多くウトナ

イ湖，遠浅湖，弁天沼などの海跡湖がみられる。平野の南は海に聞いているが，背後は支勿，恵

庭，樽前の火山噴出物からなる火山砕屑岩台地に固まれている(図 2-1-23)。

表 2-1-14は勇払原野の地質層序をまとめたものである。また，図 2-1-24，図 2-1-25は山

口，松下(3)の資料によって作成した地下地質断面である。これらの資料によって地下水の入れも

のとしての本地域の地質の概要を説明する。

蘭別層 ・勇払平野地下における これまでの井戸あるいはポー リング資料からは，不透水基盤は

未だ確認されていない。したがって，確認されている平野下の最古の地層は，鮮新世最上部とさ
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勇払平野地質図および深井戸位置図

れている萌別居である。本層は，平野の北東

山地に分布するが，平野地下では図 2-1-24

にみ られる ように，東部のみに分布し西部に

地下水

勇払平野の地質層序と地下水

質

図 2-1-23

克三地形面fi: 

表 2-1-14

陪f~ l時
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一書{Iシノレト

l¥"ilifi火山灰
沖積層

完新世

はみられない。岩質は，砂喋岩を主とする砂

シノレト岩の互層で-帯水層となっている。礁岩，

。

粗粒
火山1111/1.¥物

宮3

ニタッポロ層および美里層 :平野の中央か

古1" 

少なくと も 200ら西部にかけての地下には，
砂礁 ・
シノレト互層

四

l新 |中 m の深さまで更新世の地層が発達している。

シノレトの互眉からなり ，南西方向へ約

1/1，000で傾斜している。 図 2-1-24，図 2-1

2Sの A/B砂l深層より上位の砂磯層には西部

砂1深，
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砂際 ・
シノレト五周
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紀|世 |前

m 
山地起源の火山岩類の粒子が混入しているが，

B/C砂1深層以下の砂1深層には 日高層群に由来

る
liÞ ~語 ・
シノレト五:屑

T
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したがって，

古

する砂礁しか発見されていない。

この間に不整合を考え，A/B砂諜層以上を美里層 (更新世中期)，下位を ニタッポロ層 〈更新世前期〉

に対比している。両屈とも，図 2-1-24，図 2-1-25にみられるように，砂l深層が発達し良好な被

圧帯水層を形成している。なお，ニタ y ポロ層は地表では東部丘陵に分布し，山口昇一( 5 ) の Tl~

T2段丘商を形成している。また，美里層は同じく九段丘面を形成している(図 2-1-23)。

下安平層 :東部台地で 九段丘(討をつくっている下安平屑の平野地下への連続と思われる埋没

砂型車
砂僕 ・
シノレト五l日

j~j 別府
鮮
新
世

第
三
紀

段丘堆積層が，美皇居相当層の上位にみられる。本層は，南南西方向に緩く傾斜し，苫小枚市街
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(断面位置は図 2-1-23参照)(111口原図，筆者一部修正〉
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地付近では -40--50m の位置に分布する。ほとんどが砂喋質で，良好な帯水屈を形成してい

る。

支勿火山噴出物:更新世後期の堆積物と考えられている支幼火山l噴出物は，地表では楳高 10

-25mの 九段丘を形成して広 く分布する。その南方への延長は，平野地下にも追跡され るが，

勇払市街より西方にのみ分布し，東方には認められない (図 2-1-24)。厚さは十 数 m で，比較

的眉厚変化は少ないが，北から南に次第に深く沖積層下に埋積されている。支初火山l噴出物は，

全体として粗粒，ノレーズな堆積物で優れた帯水能を示すと考えられる。

沖積層 :低地の表面を覆って沖積層が 20-30m の厚さで一様に広く分布するが，安平)11，厚

真川沿いでは海面下 40-45m の旧河谷を形成して分布している。岩質は，ほとんどが砂磯質で

あるが，旧河谷付近では例外的にシノレト質となっている。また，地表近くには 2m以下の泥炭

表 2-1-15 帯水層一覧表

| 借水 庖 主1 12
1 

深 度 (m) 40~60 80~ 100 

苫
支下(勿上火安部洪山積平噴周出〉周物
美里尼j

f持 7.k 庖 (中古'[1洪積庖〉

AIB 
ノj、
屑 厚 (m) 20 7 

湧出量 (m3/d) 。 30 

牧 圧力水頭 (地上m) 2 ~ 3 

J箆 Carbonate hardness Carbonate hardness 

深 度。1) 20 ~40 60 ~ 70 

沼
支下(勿上火安部山洪積l平噴J白出〉物鹿 美里周

帯 庖 (中部洪積周〉

AIB 
の
層厚 (m) 20 7 

193出量 (1113/d) 。 100 

立而は2
圧力水頭(土也上111) 3 

水 質 Carbonate alkali Carbonate alkali 

深 度 C111) 40 ~50 60 ~70 

勇
持- 水 厄

下〈上安部洪積平庖〉届j 美 皇洪積 居
(中tiil 庖〉

AIB 

庖 厚 (111) 10 7 

湧 /i¥量 (m3/d) 。 40 

払 圧力水頭〔土也上111) 4 

7.k 質 Carbonate alkali Carbonate alkali 

句

、〉

120~145 

ニ タッポロ厨

(下部洪積層〉

C/D 

5 ~ 10 

? 

3 ~4 

Carboロatehardness 

85 ~ 95 

ニタアポロ庖

(下部洪積層〉

C/D 

二己
1l0 ~ 120 

ニ タッポ ロ 庖
(下部洪積層〉

CID 

10 

? 

6 

Carbonate alkali 

4 

150 

ニ タアポロ層

CFliil洪積層〉

E以下

? 

3000 

9 ~1 2 

Carbonate hardness 

150 

ニ タッポロ庖

〈下部洪積層)

E以下

1000 

10 

Carbonate alkali 

150 

ニ(下タ部ア洪ポ積層ロ〉層

E以下

? 

1000 

14 ~1 7 

Carbonate alkali 

(文献 (1)を鳥居一部修正〕



79 

層が発達し，さらにそれを覆って樽前火山灰層が分布している。このように，沖積層は全体とし

て砂磯質で、不圧地下水の良好な帯水層となっている。

(2) 地

繭別層の砂l深層は，本地域における最深部の:貯水層であるが，多少とも固結イじが進んでいるた

めか，帯水能は低く ，比湧出量にして 6m3/d/m 前後にすぎ、ない。

北海道地方の地下水第1:I戸

水下

ら，化石水的性格のものといわれている。

下安平層の帯水層は，水文地質学的には同様な性質を示すので，一括

して論ずることとする。これらの地層は，平野地下のほぼ全域に分布し，循環型および、停滞型の

地下水を含んでいる。図 2-1-24，図 2-1-25にみられるように，何層かの帯水層に分けられるが，

下位の ものほど湧出量，被圧水頭が大で優れた帯水能を示している(表 2-1-15)。また，帯水層

は東方から西方に向かつて傾斜しているが，そのために東方にいくにつれ被圧水頭が低下すると

い うことは少ない。なお，最深部の F/G砂1深層からの採水が行われだしたのは最近のことで，

次第に井戸は深くなる傾向にある。水質は，垂直的な変化はあまりみられないが，水平方向には

それは水質の点などかまfこ，

ニタアポロ層，美皇居，

...JL JL !;:fぜ/'('j.1L JL 
...lL -1ιD7ヲエJ. ..ll.. . ...JI. ~尼
...JL -..ll..~~JL ..1L 山
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...lL ...lL ...lL ...lL ..lL ...l1. "ベ
_lL JL ...ll.....ll.. ...lL ..l.L 

下

lh+下
M

↓一

かなり変化がみられる。

支勿火山噴出物は，前述したように，良好な帯水眉と

考えられるが，この層から採水している井戸が少なし

その水文学的な性質はいまのところよくわかっていない。

勇払平野の表層の浅層地下水は，水位の位置によって

火山灰層や泥炭層の影響をうけ，その水質が微妙に変化

する(図 2-1-26)。すなわち，豊水期には水位l土地表か

らあふれる程になり ，pHは酸性を示す。 渇水期には，

水位は泥炭層の位置まで落ちこみ， pHはアノレカリ性とな り，泥炭地特有の欽分の多い“赤い

水"となる。 pHが酸性になる主な原因は硫酸イオンの増大によるといわれている。

(鳥居栄一郎〉

見払平野内の浅井戸図 2-1-26
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8.函 館 平 野

(1) 地形・地質

函館平野は亀田平野あるいは大野平野とも呼ばれ， 渡島半島で最大の平野である。平野は函館

湾に向かつて扇形に聞いた形で発達しており ，沖積低地，扇状地，砂丘地，洪積台地などからな


